
特
集

歴史シンポジウムin白石
南奥羽の戦国世界～新発見！ 遠藤家文書に見る戦国大名の外交～

白石の新たな「宝」を未来に受け継ぐための第一歩

市内外から集まった約400人が研究者の講演に耳を傾け、
「遠藤家文書」を通じて、南奥羽の戦国時代に思いを馳せた

「
遠
藤
家
文
書
」
と
は

　

12
月
10
日
、「
南
奥
羽
の
戦
国
世

界
〜
新
発
見
！　

遠
藤
家
文
書
に
見

る
戦
国
大
名
の
外
交
〜
」
と
題
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー

ブ
で
開
催
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
学
会
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者

が
、
遠
藤
家
文
書
を
通
し
て
見
え
て

く
る
「
南
奥
羽
の
戦
国
世
界
」
を
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
宮
城
資
料
ネ
ッ
ト
事
務
局

長
の
佐
藤
大
介
さ
ん
が
、
遠
藤
家
文

書
の
概
要
を
説
明
し
た
。
佐
藤
さ
ん

は
、
奥
州
各
地
の
戦
国
大
名
や
織お

だ田

信の
ぶ
な
が長
家
臣
か
ら
、
遠
藤
基
信
を
は
じ

め
代
々
宿
老
を
勤
め
て
き
た
遠
藤
家

に
宛
て
ら
れ
た
書
状
の
ほ
か
、
遠
藤

家
と
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
伊
具
郡
金

山
（
現
在
の
丸
森
町
）
の
領
主
中な
か
じ
ま島

家
の
書
状
、
遠
藤
家
が
収
集
し
た
と

さ
れ
る
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
古
文
書

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
説

明
。
特
に
、
戦
国
か
ら
江
戸
時
代
の

伊
達
家
の
外
交
情
報
や
仙
台
藩
内
部

の
政
治
的
情
報
、
和
歌
や
連
歌
な
ど

の
文
化
的
情
報
を
含
ん
で
い
る
点

で
、
そ
の
意
義
を
解
説
し
た
。

　

そ
し
て
、
講
演
の
結
び
に
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
行
政
、
そ
し
て
、
地
元
住
民
が

協
働
し
て
保
全
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
、
行
政
は
適
切
な
保
存

と
い
つ
で
も
親
し
め
る
よ
う
な
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
。
市
民
は
歴
史
に

愛
着
を
持
つ
こ
と
。
専
門
家
は
知
識

を
伝
え
る
こ
と
。
未
来
に
伝
え
て
い

く
た
め
に
は
人
の
力
が
必
要
で
あ

る
」
と
強
調
し
た
。

伊
達
家
の
中
の
遠
藤
家

　

仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
長

の
菅
野
正
道
さ
ん
は
、「
遠
藤
家
文

書
と
伊
達
氏
の
外
交
」
に
つ
い
て
講

演
を
行
っ
た
。
菅
野
さ
ん
は
、「
遠

藤
家
文
書
に
は
伊
達
氏
に
か
か
わ
る

戦
国
時
代
の
古
文
書
が
約
60
通
含
ま

れ
て
い
る
。
特
に
、
輝
宗
時
代
の
書

状
は
非
常
に
珍
し
く
、
基
信
宛
て
の

書
状
が
約
30
通
、
基
信
が
出
し
た
租

税
関
係
文
書
（
段た
ん

銭せ
ん

請う
け

取と
り

状じ
ょ
う

）
が
17

通
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ま
さ

に
大
発
見
で
あ
る
」
と
、
そ
の
歴
史

的
価
値
を
説
明
し
た
。

　

続
け
て
、「
遠
藤
家
は
代
々
伊
達

家
に
仕
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

基
信
が
伊
達
家
重
臣
中な
か

野の

宗む
ね
と
き時
の
家

臣
か
ら
輝
宗
の
側
近
に
抜
擢
さ
れ
、

以
後
、
諸
大
名
と
の
外
交
面
で
大
き

な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
政
宗
時
代
に
そ
の
役
を
担
っ

た
の
が
片
倉
小
十
郎
景
綱
で
あ
る
」

と
、基
信
と
景
綱
の
関
係
を
話
し
た
。

　

最
後
に
、「
景
綱
は
伊
達
家
中
級

家
臣
の
出
身
で
、
基
信
の
推
挙
に
よ

り
政
宗
の
側
近
と
な
っ
た
。
景
綱
は

外
交
を
担
い
、
段
銭
徴
収
の
責
任
者

も
務
め
た
。
単
な
る
軍
師
や
参
謀
で

は
な
か
っ
た
」
と
結
ん
だ
。

南
奥
羽
の
戦
国
大
名
と
伊
達
家

　

弘
前
学
院
大
学
専
任
講
師
の
遠
藤

ゆ
り
子
さ
ん
、
福
島
県
立
博
物
館
主

任
学
芸
員
の
高
橋
充
さ
ん
、
大
正
大

学
准
教
授
の
佐
々
木
倫
朗
さ
ん
は
、

「
遠
藤
家
文
書
」
と
そ
れ
ぞ
れ
が
研

究
す
る
戦
国
大
名
と
の
関
係
な
ど
を

ひ
も
と
い
て
説
明
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
葛か

西さ
い

氏
（
宮
城
県

北
部
か
ら
岩
手
県
南
部
を
領
国
）、

最も

上が
み

氏
（
山
形
県
山
形
市
周
辺
を
領

国
）、
黒く
ろ
か
わ川
氏
（
黒
川
郡
周
辺
を
領

国
）、
白し
ろ
と
り鳥
氏
（
山
形
県
河
北
町
周

辺
を
領
国
）
か
ら
伊
達
家
に
宛
て
ら

れ
た
書
状
を
紹
介
。「
白
鳥
長な
が
ひ
さ久
か

ら
基
信
に
宛
て
た
書
状
に
、
大お
お
さ
き崎
氏

（
大
崎
市
周
辺
を
領
国
）
が
京
都
に

向
か
う
際
、
伊
達
領
を
通
行
で
き
る

よ
う
交
渉
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま

さ
に
外
交
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
」

と
説
明
し
た
。

　

長
久
は
、
後
に
最
上
氏
に
謀
殺
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
実
在
す

る
人
物
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
っ

た
。
今
回
の
遠
藤
家
文
書
に
含
ま
れ

て
い
た
書
状
に
よ
り
、
そ
の
実
在
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、高
橋
さ
ん
は
、蘆あ
し

名な

氏
（
福

島
県
会
津
地
方
を
領
国
）
と
伊
達
家

の
状
況
を
遠
藤
家
文
書
を
通
し
て
紹

介
。
政
宗
時
代
に
は
戦
と
な
っ
た
両

氏
も
、
輝
宗
時
代
は
良
好
な
関
係
を

築
き
、
輝
宗
次
男
を
蘆
名
の
養
子
に

と
い
う
内
容
の
書
状
が
、
遠
藤
家
文

書
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
中

で
、
蘆
名
盛も
り
お
き興
の
朱
印
が
初
め
て
確

認
さ
れ
た
こ
と
を
解
説
し
た
。
加
え

て
、
連
歌
や
舞
に
長
け
て
い
た
基
信

に
は
、
政
治
的
な
外
交
文
書
だ
け
で

は
な
く
、
文
化
的
な
外
交
文
書
も
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
歴
史
的
価
値
が

あ
る
と
話
し
た
。

　

最
後
に
佐
々
木
さ
ん
が
、
佐さ

竹た
け

氏

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
周
辺
を
領
国
）

と
の
関
係
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ

た
。
佐
々
木
さ
ん
は
、
南
奥
羽
の
戦

国
時
代
の
和
平
交
渉
に
着
目
。
遠
藤

家
文
書
の
中
に
は
、
輝
宗
が
、
佐
竹

氏
と
田た

村む
ら

氏
（
福
島
県
田
村
市
周
辺

を
領
国
）
の
仲
介
役
（
中
人
）
と
し

て
、
南
奥
羽
の
大
名
た
ち
と
や
り
と

り
し
て
い
た
書
状
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は

「
戦
国
時
代
、
和
平
交
渉
は
よ
く
行

わ
れ
て
い
た
が
、
い
つ
行
わ
れ
た
か

が
分
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
遠
藤

家
文
書
に
よ
り
年
代
が
確
認
で
き
る

可
能
性
が
高
い
。
南
奥
羽
の
和
平
交

渉
を
ひ
も
と
く
重
要
な
資
料
で
あ

る
」
と
話
し
た
。

白
しろとりながひさ

鳥長久書状
大崎氏は上洛の際、相馬領
を通ろうとした。だが、戦
争中のため通れないらしい
と聞き、伊達領の長井口を
通りたいと白鳥氏に伝えて
きた。そのため、白鳥氏が
間に入り伊達氏に通行を許
可するようお願いした書状
である。

蘆
あし

名
な

盛
もりおき

興書状
基信宛てのこの書状には、
輝宗の次男を速やかに養子
として遣わしていただける
よう、輝宗に進言してほし
い。遅くなると、近隣の領
主たちがいろいろと言い出
すことになると書かれてい
る。養子縁組は結果的に佐
竹氏のてこ入れで失敗に終
わったとされている。
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